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第2弾｢故郷復興サミット｣が開かれまし應。
○｢故郷復興サミット｣とは

だん
仙台市の小中学校で取り組んでいる ｢児童生徒による故郷復興プロジェクト｣の第 2 弾として,

7月 3 0 日 (火)東二番丁小学校で各小中学校 ･中等教育学校の代表 1名が集まり復興へ向けて,
小中学生がどんなことができるか, 意見を出しあいました。各区からいろいろな意見が出されま
した。 今後, 各区代表児童生徒による実行委員会で話し合い, 第 3 弾, 第 4 弾の活動を決定し,
各学校に活動計画をお知らせします。

故郷復興サミット

全体でのれ 盡 讓團
各区代表児童生徒 1 9名

区ごとの話し合い
全体での話し合ぃの様子

　　　 　　　 　　　 　　　
　

てもき# な せ

区ごとの話し合いの様子

代表児童生徒 1 8 8 名

第 3 弾 1 1月 1 1日 (月)
第 4 弾 3月 1 1日 (火) 市内小学校 .中学校 ･中等教育学校

○第3弾･驚4弾に面f十七各医からの意見

青葉区
復 興ソングを歌う ･あいさつ運動とごみ拾いを続ける

･地域の人たちと清掃する ･人文字を作り, 動画を UP する

宮城野区
若林区

･あいさつ運動と清掃活動 ･明るく元気なキャラクターづくり
･映像を作り, 動画を UP する ･復興ソングを歌う

･人文字を作る ･学校で震災や復興についてまとめて発表する
･一人一人のメッセージを書いて希望の木を作る

太白区

･ あいさつ運動とごみ拾いを大切にする
･標語やメッセージを決めて人文字を作る ･風船を空に飛ばす

.熱とぅし, 合唱をする ･花と記念樹を植える

泉区

･スマイルフォト計画 (みんなの笑顔の写真を集める)
･復興ノート (思いや願いをノートに書く) ◆小中合同のあいさつ運動

.復興こ関する難物?や標語を作る ･記念植樹



児童生徒による故郷復興プロジェクト実行委員長 仙台市立桜丘中学校 内海 向陽さん

私たちは釆合肴の被害をもたらした東日本大震災を経験しました。普通であること、当たり前であ
ることにも、 多くの人々の力を要し、 感謝しなければいけないことを知りました。

あの目から 2 年 4 ヶ月、仙台市内の小中学校でも甚大な被害を受け、元に戻すことができない学校

もあります。 r -- 『

今･ 私たちができることは何でしようo しなければいけないことは 灯烹幇期せ礬喝 Iミ
、
可でお滋 逆だ苦しん鰺い孕友条裟安生なゑさ、今私たちが毎日 いゞ 迄 メメ門
司宿饉侍絲給析裳亟し≧銘亥奏努錘心努統ぞ露毎滲剩kさけれ、 弾騨護鷲慧慾砦¥聽劃
といぢ強い意志のも君 完てきんの方々 あ力を借りて、今年、復興ソン な砕き“ご三面謹直蝨
グができあがりました。 この ｢希望の道｣ と ｢仲間とともに｣ の 2 曲の復興ソングが仙台の児童生徒

に歌い継がれ、 思いをつなぎ、 新たな - 歩を踏み出す力になることを信じています。
サミットでは、 震災を風化させないために今、 私たちができることは何か、 熱い議論が交わされこ

とと思います。 故郷復興プロジェクト3 年目の今年、 第 3 弾, 第 4 弾に向けて、 今後の仙台市の児童

生徒に引き継がれていくような取組を提案していけるよう↓こしたいと思います。

児童生徒による故郷復興プロジェクト実行委員 仙台市立田子小学校 佐藤 ちひろ さん

その日、 わたしはすごくきんちょうしてました。 実行委員として参加し、 宮若区一班の話し合いを

しっかりとまとめて、 全体で発表しなければならなかったからです。 実際に話し合いが始まると、 自

分はなかなか意見を出せませんでした。 でも、周りの人は、 自分の意見を進んで出していました。 自

分が情けなく思えたので、思い切って手を挙げて、意見を出したらすっきりしました。考えてみると、
みんな各学校の代表というだけあっていつもとはレベルのちがう話し合いだったと思います。たくさ

んの意見が出され、 深まりのある話し合いになりました。
午後の全体会では、 分科会で決まったことをたくさんの人の前で発表しました。 始まる前はすごく

きんちょうしましたが、 あれだけたくさんの人の前で発表する機会はなかなか無いし、 終わってみる

ときちょうなことが経験できてとても良かったと思っています。
仙台市の学校の児童、生徒の中には、震災のことを本当に理解していない人もいるかもしれません。

わたしは、 これからの復興プロジェクトを進めるにあたって、仙台市の小 ･中学生みんなが震災のこ

とを本当に理解し、 心を一つにして、 活動に取り組んでいけるよう&こしていきたいと思っています。

児童生徒による故郷復興プロジェクト実行委員 仙台市立高砂中学校 松永 理佳 さん

今回のサミットで震災 ･復興についてたくさんの人と考えることができました。 開会行事で初めて

聞いた復興ソングは、 ストレートな歌詞が心に響きました。 ｢夜空見上げて 思い出す あの日の星
方隣【や

のかがやきを｣ というフレーズを聞くと、 避難所で見た、 今までにないほど輝く星を思い出しまし

た。
分科会では、 震災を風化させないために何ができるのか, ということを話し合いました。 想像以上

にたくさんの意見が出て、 その意見からは, みんなの復興に対する強い思いが感じられました。

私は、 地域の復興ままだ逐罐だと思っています。 今こうして生きていられるのは、 たくさんの人の

努力のおかげです。 それに感謝し、 まだ戻っていない地域の復興につくすことが大切なのだと思いま

す。小中学生ができることは少ないですが、震災を後世に語り継ぐなど、自分たちにしかできない ｢復

興｣ を続けていきたいです。

復興プロジェクト3 年目を迎えての思い (実行委員長のあいさつより抜粋)

復興サミットに参加して感じたり、考えたこと

復興について考えたこと



復興ソングが完成し参し應。
昨年度の ｢児童生徒による故郷復興サミット｣ で復興への思いや願いを共有し

て、みんなで一つになって取り組んでいきたいという気持ちから ｢自分たちで復興ソングを作りた

い｣ という意見が出されましたo 市内の児童生徒から歌詞を簑漿し, 7月 3 o日 (火) 完成発表会
が行われました。

｢希空の道｣ 作詞者のことば 仙台市立台原中学校 越後 瑠璃さん

私は、 あの日のことを忘れることはないでしょう。 2 0 1 1 年 3月 1 1日、 地震の直後から私は不

安でパニックになりましたo 怖ろしくて仕方ありませんでした。
縦瘢菟の小学校は人でいっぱいでし

た。 避難先をあきらめ、 帰った家の玄関は、 ゆがんでいて、 こじ開けたらもう閉まりませんでした。
その夜は、 寒さと恐怖の中、 ラジオを聴きながら冷たい布団に入りました。

その後は、 母の勤務先や児童館にお世話になりました。 余震におびえていた私と弟ですが、 まわり

の大人の方々が本 部こやさしく接してくださったおかげで、
稀ろしさをやわらげることができました。

母の勤務先や児童館の先生方、 雪の養う中、 兄弟だけで並んだ買出しの時に、 あたたかい声をかけて
くれた地域の方、 ガス復旧のために遠くからかけつけて回復してくれた方、 自衛隊の方、 今思い返し
てもたくさんの方々に、 改めて ｢ありがとうございました｣ と伝えたいです。 みんなが、 私たち子ど
ものことを気づかってくれたし、助けてもらったことを実感しています。 そんな経験や思いを歌詞に
しま した。
あの 囲ま、 私たち一人一人が、 日常と全く違う経験をし、 何かを感じたはずです。 そのことを胸に

刻み、未来へ向かって生きていくことが私たちの役目だと思います。 自然の鷲翼はどうすることもで
きません。 それでも、 力を合わせて乗り切ることが大切だと教わりました。

今年、 私は中学生になりました。 何か手助けできることもあるかもしれません。
だれ

その時は、 私を支えてくださった方々のよう々こ、 誰かを支えたいと思います。

を4
　 　 　こ審議酵素聯繋鬱さ沃託を瘢義挾峡灘簇た鯖廉毬きき目ヱ臨ま-“脳璽かの香織さん、 ありがとございました。 私たち一人一人の経験と思いを歌にのせ

て届けていきたいと思います。 未来に向かって、 希望の道を歩いていきたいです。

｢仲間とともに｣ 作詞者のことば 仙台市立南小泉中学校 薮内 海美さん

東日本大震災が起きた 3月 1 1 日、 当時私は小学 6 年生でした。 新しい校舎建設のため、 プレハブ
かぺ

校舎での授業の最中でしたo 天井から物が落ちたり、 壁が倒れたり、 とても恐ろしい 当携〉でした。
誰一人ケガもなく、 家族のもとへ帰ることができましたが、 あの恐怖は忘れられません。
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それから 2 年が経とうとする頃、 この復興ソングの話があり、 ｢中学生の私には何ができるだろう｣

と改めて考える機会となりました。当時、たくさんの人が恐怖と不安と悲しみの中で、お互いを思い、
助け合い、 歩き始めました。 勇気と元気をくれた方々への恩返しとし、 命あることに感謝し、 思いや
りの気持ちを忘れず、 復興を願う仲間とともに前へ進んでいきたいです。 昨日よりは今日、 今日より
は明日、一歩一歩復興は進んでいるのです。そんな願いで歌詞をつづった復興ソング ｢仲間とともに｣
が一人でも多くの人の心に響いてほしいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　
と思います。 鱸鷲山ゞ 壼 盗〆･l
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｢希望の道｣ を披露していただい

た金剛沢小学校のみなさん だいた第一中学校のみなさん

発表会には作曲したかのさん、 遊佐

さんも参加していただきました

　　　　　　 　

　
｢仲間とともに｣ を披露していた
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多くのみなさんが見上げる七夕かざり- 藤崎百貨店前-

七夕オープニングセレモニー

児童生徒による故郷復興プロジェクト実行委員 仙台市立富沢中学校 高祖 義忠 さん

八万羽の辯護苺が、仙台七夕まつりで輝いた。 仙台市の小中学生が復興への思いを込めた折鶴の七夕

飾りがお救護脅された。 そんな華麗かつ柱実な飾りの下で、仙台七夕まつりオープニングセレモニー

が行われた。
初めに、 故郷復興プロジェクトの三年間の歩みが紹介された。 一年目の応援旗、 二年目のモザイク

アートなど。 代表として自分達が発表したが、今までそれらを行ってきた発華方の熱い思いや、 元復

興プロジェクト実行委員の馨さんの努力がしみじみと伝わってきた。紹介の後は復興ソングが披露さ

れたo 金剛沢小が ｢希望の道｣ 第一中が 鞠問とともに｣ を発表し、 歌い終えた両校もこは温かい籍旱

が送られた。
このセレモニーで仙台の児童生徒の復興に向けた活動を市民のみなさんに伝えることができ、仙台

市の一員ということを改めて自覚できた。 将来の復興を担う世代として、今後もこのプロジェクトの

活動に精進していきたい。
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吹き流しlこ書かれた復興ソングの歌詞 セレモニーに参加した児童生徒 プロジェクトの取組を紹介


